第17回日本野生動物医学会発表要旨

演題
（１０ｐ、ゴシック）
Title
(英文タイトル)
発表者（所属）
（実際の発表者に○をつけ、所属を上付文字で）
Authors (Affiliations)
(発表者と所属を英語で)
要旨
(要旨を500字程度で)
発表形式　一般口演　ポスター（どちらか不用な方を消す）
演題
糞中ステロイドホルモン測定による雌雄レッサーパンダの繁殖機能モニタリング
Title
Reproductive monitoring from fecal steroid hormones in Red Panda (Ailurus fulgens fulgens)

発表者（所属）
○藤田　淳１･橋本　渉３・釜谷大輔３・渡辺　元１，２・田谷一善１，２（１東京農工大獣医生理、２岐阜大学連合獣医学研究科、３仙台市八木山動物園）
Authors (Affiliations)
○Jun FUJITA１, Wataru HASHIMOTO３, Daisuke KAMATANI３, Gen WATANABE１，２, Kazuyoshi TAYA１，２ (Lab. Vet. Physiol., Tokyo Univ. Agri., Tech., ２Fac. Vet. Sci., Grad. Sch. Gifu Univ., ３Sendai Yagiyama Zoological Park)
要旨
　レッサーパンダ(Ailurus fulgens fulgens)、IUCNレッドリスト絶滅危惧IB類（EN）に分類されており、各国の動物園において飼育下での繁殖が行われている。しかし、生殖生理学的には、未解明の部分が多い。本研究では、糞を用いて非侵襲的に性ステロイドホルモンをモニターすることで、繁殖特性を明らかにすることを目的とした。
　仙台市八木山動物園において飼育されている雌雄各1頭のレッサーパンダ(雄コンタ　5歳、雌サクラ　5歳)から週3回採取した糞を、凍結乾燥後、８０％メタノール水溶液で溶解した。上清中のエストラジオール-17β（E2）、プロジェステロン（P）、テストステロン（T）をRIA法にて測定した。観察期間中に交尾は認められなかった。E2濃度は雄に比べて雌では明らかに高値を示し、周期的な増減が認められた。しかし、P濃度は雌雄で差が認められなかった事から、排卵していないものと判断した。以上の結果から、レッサーパンダの雌は、交尾排卵で有ろうと推定された。T濃度は、繁殖期と考えられている1月に、雄が雌に比べて高値を示したが、その他の月では雌雄に差が認められなかった。
発表形式　一般口演
